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１ 目標とする環境像 

 

本市は、水と緑の恵み豊かな自然環境に育まれ、舟運により発展した歴史と伝統文化が

息づく古い町並み、河川、水路などの水郷地帯や田園風景が、今も残されている地域です。 

豊かな自然環境と長い歴史の中で育まれてきた本市固有の伝統や文化について、先人の

教えを学びそれを守っていくと同時に、将来にわたって健康で豊かな生活を続けることの

できる、あたたかな心かようまちづくりを目指していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

豊かな自然に育まれた人と歴史 

 あたたかな心かようまち 香取 

田園風景 

重要伝統的建造物群保存地区 

利根川 
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２ 基本目標 

本市が目標とする環境像「豊かな自然に育まれた人と歴史 あたたかな心かようまち 

香取」の実現に向けて、本計画が目指す 10 年後の香取市のイメージを５つの分野ごとに

描いてみました。 

これらの将来イメージを「目標とする環境像」を実現するための基本目標として位置づ

け、市民、事業者及び市の協働のもとで、将来イメージの実現に向けた取組を進めていき

ます。 

なお、目標とする環境像や基本目標を実現するために実施する環境施策は、同時に市の

福祉の向上や経済活性化、快適なまちづくりといった環境以外の分野にも好影響を与える

ことが予想されます。 

そこで、環境施策の実施が本市の社会・経済などの複数の異なる課題の解決と相互に関

連していることを示すため、それぞれの基本目標に関連する SDGs を標記しました。 

標記した SDGs は、本計画の推進によって達成されるゴールであると同時に、第 2 次香

取市総合計画をはじめとする本市の各種計画の推進によって達成されるゴールでもある

ことを認識しながら、施策の展開を図っていくものとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

できる限りごみを出さず、ものを捨てずに大切に使う生活や事業活動が定着し、分

別排出も徹底され、焼却処理されたり、最終処分されるごみの量が減り、市民１人が

１日当たりに排出するごみの量が少ないまちになっています。 

 

【関連する SDGs】 

 

 

 

 

 

 

循環型社会の実現 
～ごみを出さないライフスタイルを実践するまち～ 

基本目標 

Ⅰ 
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自然が多く残されており、里山や水辺などの自然空間が市民や事業者との協働で手

入れされ、多様な生き物や植物が確認でき、自然観察会やホタル観賞会の開催が活発

になっています。 

また、自然とふれあえる機会や場も広がり、暮らしの中で自然の豊かさを実感でき

るまちになっています。 

【関連する SDGs】 

 

 

 

大気や騒音、放射線などに対する調査・監視・指導の継続により、環境基準を達成

し、公害への苦情が減っています。また、事業所・工場などの排水対策、家庭の生活

排水対策が進み、河川の水質が改善されています。 

雨水の貯留やかん養能力を持つ農地、森林が保全され、河川流量の維持や地下水の

保全が図られるなど、人類共通の財産である水が健全に循環するまちになっていま

す。 

歴史的な町並み景観や四季が感じられる豊かな自然景観が維持され、心が落ち着く

まちになっています。 

【関連する SDGs】 

 

 

 

 

 

安心・安全社会の実現 
～快適な生活環境を未来に伝えるまち～ 

基本目標 

Ⅱ 

基本目標 

Ⅲ 

自然共生社会の実現 
～生物多様性の恵みを未来に伝えるまち～ 



  第３章 目標とする環境像 

 

29 

 

第
３
章 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭や事業所における COOL CHOICE※１運動が定着しており、「賢いエネルギーの

使い方」が当たり前になっています。 

太陽光発電をはじめとする再生可能エネルギーの設備導入も進み、無駄なエネルギ

ーを消費しない構造の住宅や工場、事業所が増え、電気自動車や燃料電池自動車が普

及しつつあるなど、まちの低炭素化が進んでいます。 

さらに、地球温暖化への適応の取組も進められており、短時間の集中豪雨などによ

る浸水被害や土砂災害、熱中症にかかる危険が少ないまちになっています。 

【関連する SDGs】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

低炭素社会の実現 
～COOL CHOICE を実践するまち～ 

 

自然と歴史・文化にあふれた香取を愛し、家庭や学校、職場など様々な場面で、環

境問題について正しい知識を学び、その解決に向けて積極的に行動できる市民や事業

者になっています。 

古来より連綿と続く生活の場、働く場としての香取を、より豊かにして未来の子ど

もたちへ引き継ぐため、市民、事業者及び市が協働してさまざまな環境保全活動に取

り組む、環境にやさしいまちになっています。 

【関連する SDGs】 

 

 

 

※１ COOL CHOICE：省エネ行動や低炭素型の製品の購入など、温暖化対策に資するあらゆる「賢い選択」をすること。 

基本目標 

Ⅳ 

基本目標 

Ⅴ 

環境保全活動の拡大 
～協働による環境活動を実践するまち～ 
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「COOL CHOICE」とは、低炭素社会実現のため、

省エネ・低炭素型の製品、サービス、行動など地球

温暖化対策のあらゆる賢い選択を促す国民運動のこ

とです。 

節電や節水などの普段の省エネ行動に加えて、高

効率な照明に替える、公共交通機関を利用するという「選択」、例えば、エコカーを買う、

エコ住宅を建てる、エコ家電にするという「選択」 など、身近な生活のなかで未来のた

めに低炭素な行動を選択し、実践するライフスタイルです。 

本市では、「COOL CHOICE」に賛同し、2014 年 10 月に賛同登録を行いました。COOL 

CHOICE 事務局では、個人、企業を問わずに賛同登録を呼びかけています。下記のウェブ

サイトから賛同登録ができますので、ご協力をお願いいたします。 

COOL CHOICE 公式ウェブサイト：https://ondankataisaku.env.go.jp/coolchoice/ 

 

【COOL CHOICE 運動ポスター】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コラム：COOL CHOICE 運動 


